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TANAHASHI:Differences in Biosyntheses of



































14C で標識した リグニン前駆体 (レフェニルアラ
ニン,フェ)L/ラ儀一2-14C,, コニフェリルアルコー



















































青木 務,則元 京,山田 正 :γ線照射木材とセ
ルロースの物理的性質
木材とセルロースの比重, 結晶化度, 熱軟化温
皮,引張 り強度および振 りク.)-プ挙動に及ぼす γ
線 (コバル ト60)の影響について検討した｡得られ
た結果は次の通 りでのる｡

















































































































































































木 材 研 究 資 料 第12号 (1978)
ィ-および荷重速度がとられた｡ (木質材料部門)
増田 稔,満久崇麿 :直交異方性合板属平シェルの
力学特性 (ローラー支持辺の横滑りもしくは伸縮の
影響),材料,26,446(1977)･
ローラー支持条件下の直交異方性合板偏平シェル
における周辺拘束条件の影響および直交異方性合板
シェルの特徴である表層繊維走向角や積層方法によ
って,シェル剛性がどのように変るかを検討し,ま
た同時に,単板より作られた仮想的な等方体との比
較検討も合わせて行なった｡数値解析および模型実
験の結果,(i)周辺での拘束条件が強い程,直交450
シェルの方が等方性シェルよりもやや剛性が高く,
また直交Ooよりははるかに剛性が高くなる｡(i)辛
行積層シェルは直交や等方性シェルよりたわみやす
い,(ii)中央集中荷重下では一般に等分布荷重下の
3倍のたわみをもつが,シェル効果の高い周辺拘束
の強いシェルほど,この比率は大きくなり注意する
必要がある,といったことが明らかとなった｡
(木質材料部門)
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